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金

春

秋

の

王

位

継

承

、、，J

〆
'
t

、

七
世
紀
中
葉
の
新
羅
は
対
外
的
に
急
速
な
発
展
を
遂
げ
、
女
武
王
代
の
朝

鮮
半
島
統
一
国
家
に
成
長
す
る
が
、
こ
の
国
勢
伸
張
は
単
に
武
烈
、
文
武
両

王
の
百
済
、
高
句
麗
攻
略
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
新
羅
国
内
の
変
革
に
負

う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
特
に
、
約
一
世
紀
に
亘
る
中
代
主
代
の
繁
栄
は
専
制

的
王
権
の
確
立
あ
る
故
で
あ
る
。
で

は
、
新
羅
中
古
王
代
の
所
謂
、
慶
州
豪

族
集
団
支
配
体
制
か
ら
主
権
の
絶
休
性
を
確
立
さ
せ
得
た
の
は
何
か
。
品
一
ι
に

中
代
王
代
の
初
代
と
さ
れ
る
太
宗
武
烈
王
(
金
春
秋
)
が
新
羅
史
研
究
に
重

要
な
位
置
を
占
る
の
で
あ
る

Q

彼
が
正
位
を
継
承
す
る
六
五
周
年
を
中
心
と

す
る
時
期
の
一
新
総
政
局
の
動
向
を
考
察
す
る
必
史
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿

で
は
、
金
春
駄
の
王
位
継
承
に
絡
む
新
羅
政
局
の
変
助
過
程
を
分
析
し
て
み

『
勺
以

金
春
秋
が
主
位

J
1
1

継
承
し
た
こ
と
が
、
則
、
新
羅
政
局
の
転
換
を
意
味
す

(1
)

(
2
) 

る
な
ら
ば
、
新
羅
史
研
究
の
課
越
で
あ
る
聖
・
真
崎
骨
、
時
代
区
分
に
つ
い

金
春
秋
の
王
位
継
承
ヘ
一一一
池
ν

池

賢

(
3
) 

て
も
何
等
か
の
解
明
点
を
指
摘
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

筆
者
な
り
に

先
学
の
成
果
を
踏
ま
え
て
論
を
進
め
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

註
〈

1
)

「
三
国
史
記
」
は
真
徳
王
ま
で
を
聖
骨
、
太
宗
武
烈
玉
以
降
を
真
骨

と
し
、
「
三
国
遺
事
」
は
中
古
王
代
を
聖
骨
と
し
、

太
宗
武
烈
王
以

降
を
真
骨
と
し
て
い
る
。

(

2

)

新
羅
の
時
代
区
分
は
「
三
国
史
記
」
に
よ
れ
ば
始
祖
赫
居
世
J
真
徳

王
を
上
代
・
太
宗
武
烈
王

I
恵
恭
王
を
中
代
・
宣
徳
王
J
敬
順
王
を

下
代
と
す
る
。
「
三
国
遺
事
」
に
よ
れ
ば
始
氾
赫
居
世

t
智
証
王
を

上
古

・
法
興
王

t
真
徳
王
を
中
古

・
太
宗
武
烈
王
i
敬
順
王
を
下
古

と
す
る
。
共
に
三
分
法
で
・
あ
る。

〈

3
)
時
代
区
分

-
mJ-
莫
両
骨
区
別
共
に
太
宗
武
烈
王
即
位
を
境
と
し
て
い

る
。
然
も
、
「
三
国
史
記
」
「
三
国
遺
事
」
共
に
太
宗
武
烈
王
即
位

に
区
分
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
従
っ
て
、
太
宗
武
烈
王
の
即
位
が
崎
代
区
分
、
聖
真
両
骨
区
分

一
一一一ー一司か
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法
政
史
学

第
二
十
号

の
泉
点
と
な
っ

て
い
る

こ
と

は
明
か
で
あ
る
。

¥
lノ一一

f
t
t

、

扱
て
、
金
春
秋
の
即
位
に
関
し
て
は
、

即
位
紀
に
、

太
宗
武
烈
王
立。

詳
春
秋
。
真
智
王
子
伊
泣
竜
春
十
一
院
之
子
也
。一位一一
端

闘
。
母
天
明
夫
人。

真
平
王
女
。
妃
文
明
夫
人

Q

針
玄
角
溢
女
也
。
王
儀

表
英
件
。
幼
有
済
世
志
。

事
真
似
。
位
歴
伊
治
。
唐
帝
援
以
特
進
。
及
真

徳
克
。
霊
臣
諮
関
川
伊
治
摂
政
。
関
川
固
譲
日
。
医
老
突
。
無
徳
行
可

称
。
今
之
徳
望
崇
重
。
莫
若
春
秋
公

Q

実
可
謂
済
世
英
傑
失
。
遂
奉
為

王
。
春
秋
一
一
一
譲

Q

不
得
己
而
就
位
。

と
あ
る
υ

ま
た
、
同
書
斗
四
列
伝
-
一
金
民
信
中
氷
川
去
年
条
に
は
、

真
徳
大
王
亮
ω

無
岡
。

庚
信
与
平
相
川
附
川
伊
治
謀
。
迎
春
秋
伊
治
即
位
。

是
為
太
宗
大
王
。

と
記
し
て
い
る
。
時
に
金
春
秩
は
、

「
一一
一国
造
事
」
太
宗
春
秋
公
条
に
、

(的
前
)
以
永
微
五
年
叩
寅
即
位
。
御
国
八
年
。
屯
朔
元
年
辛
凶
崩
。
持
五

十
九
歳

Q

葬
於
京
公
寺
束
。

、と
あ
り
、
真
平
王
二
十
五
年

(六

O
三
)
生
と
な
り
、
五
十
二
歳
で
あ
る
。

右
史
料
か
ら
、
金
春
秋
の
即
位
事
情
は
他
に
比
し
て
詳
細
で
あ
り
、
明
確

に
出
米
る
の
で
あ
る

Q

即
ち
、
新
羅
で
は
嗣
子
無
き
場
合
、
国
人
に
よ
る
推

戴
が
行
わ
れ
る
が
、
和
白
の
王
推
挙
審
議
過
程
を
よ
く
伝
え
て

い
る
の
で
あ

る
。
で
は
、
何
故
に
他
よ
り
、
詳
し

い
記
事
が
浅
さ
、れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う

か。

推
察
す
る
に、

金
春
秋
推
戴
が
悶
人
一

致
し
た
も
の
で
は
な
く
難
航
し

「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
元
烈
正

一
一
四

た
末
に
決
定
し
た
故
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
金
春
秋
の
即
位
が
容
易
な

も
の
で
な
か
っ
た

こ
と
を
窺
え
る
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
の
即
位
事
情

に
つ

い
て
検
討
し
て
み
る。

史
料
に
明
か
な
如
く
、
真
徳
王
亮
去
に
よ
り
、
王
位
に
推
挙
さ
れ
た
の

は

闘
川
伊
治
で
あ
る
。
然
る
に
、
関
川
は
辞
退
し
て
、
金
春
秋
を
推
挙
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
初
め
て
金
春
秋
は
即
位
し
て
い
る
の
で
あ
る

Q

然
も

関
川
の
金
春
秋
推
挙
は
金
庚
信
と
関
川
の
策
謀
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の

策
謀
の
首
謀
者
は
金
庚
信
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
金
康
信
は
金
春
私
即
位

実
現
の
た
め
に
閑
川
を
策
謀
に
加
え
た
如
く
で
あ
る。

で
は
、
何
故
に
先
ず
刷
川
が
推
挙
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
川
に
関
す

る
史
料
を
沿
っ

て
み
る
と
、
彼
は
善
徳
王
代
に
新
羅
の
将
軍
と
し
て
、
対
百

(1
〉

済
戦
に
功
を
成
し
て
名
を
現
わ
し
て
い
る
。
而
し
て
、
真
徳
王
代
に
新
羅
政

局
の
中
板
の
地
位
に
就
い
て
い
る
。
即
ち
、

「一一一
国
史
記
」
新
羅
本
紀
真
徳

一
ヱ
元
年
二
月
条
に、

持
伊
浪
闘
川
為
上
大
等
。

と
-記
す
る
如
く
、
上
大
等
に
任
じ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る。

上
大
等
に
つ

い

て
は
問
書
新
羅
本
紀
法
興
王
十
八
年
四
月
条
に
記
す
る
如
く
、

国
政
の
最
高

官
で
あ
っ
て
、
中
古
王
代
に
設
置
さ
れ
た
官
職
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
、

一
国
のんや
相
で
あ
る
と
共
に
、
慶
州
豪
族
集
団
支
配
の
新
羅
に
於
け
る
慶
州

豪
族
の
領
袖
で
あ
っ

て
、
副
王
的
な
地
位
に
あ
り
、
時
に
は
王
権
に
対
抗
し

て
、
こ
れ
を
凌
沼
す
る
権
力
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
大
等
は

一
王
代

一

名
を
原
則
と
し
て
お
り
、
王
で
さ
え
、
こ
れ
を
自
由
に
廃
立
出
来
ぬ
も
の
の

1

・

(

叫

)

〈

3
〉

古
一
く
で
あ
る
c

事
実
、
上
大
等
の
更
迭
は
殆
ん

ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
以
上
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の
如
く
、
関
川
の
は
真
徳
王
代
に
入
っ
て
新
経
政
局
に
進
出
し
、
そ
の
権
力

を
礎
い
た
人
物
で
あ
る

Q

真
徳
王
代
に
於
け
る
彼
の
人
望
は
絶
大
で
あ
っ
た

ろ
う
υ

関
川
は
単
な
る
上
大
等
で
は
な
く
、
女
主
の
下
に
あ
っ
て
事
実
上
の

新
羅
政
治
の
統
括
者
の
如
き
で
あ
る
。
武
烈
王
即
位
紀
に
は
県
政
と
記
し
て

い
る
ο

真
徳
王
代
の
闘
川
に
つ
い
て
コ
一
一
間
違
事
」
真
徳
王
条
は
、

王
之
代
有
川
附
川
公
ο

林
宗
公
ο

述
宗
公

Q

虎
林
公
。
一
一
滅
。

廉
長
公

Q

康

信
公
。
会
子
陶
山
寺
知
巌
。
議
国
事
。
時
有
大
虎
走
入
座
問
。
諸
公
驚

起
。
而
凶
川
公
略
不
移
動
。
談
笑
自
若

Q

捉
虎
足
撲
於
地
而
殺
之
。
関
川

公
菅
力
如
此
。
処
於
席
首
。
然
諸
公
皆
服
庚
信
之
威
。

の
逸
話
を
残
し
て
い
る

Q

関
川
は
以
上
の
如
く
、
真
徳
王
代
政
局
の
第
一
人

者
で
あ
り
、
諸
公
の
人
望
を
集
め
て

い
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
彼
の
王
位
継

承
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当
時
、
何
等
障
害
は
な
か
っ

た
と
し
て
よ

か
ろ
う
。
特
に
、
彼
を
領
袖
と
し
て
仰
ぐ
慶
州
豪
族
は
最
も
望
ん
だ
こ
と
で

あ
ろ
う
。
関
川
は
名
実
共
に
王
位
継
承
の
最
右
翼
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。

で
は
、
此
く
信
頼
を
受
け
、
実
力
あ
る
と
忠
わ

μ
る
附
川
が
何
故
、

金
制
信

に
与
し
て
金
春
秋
を
推
挙
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

Q

出
川
の
判
断
理
由
は
知
る

由
も
な
い
が
、
金
一
以
倍
、
か
例
川
を
共
謀
者
に
ぜ
ざ
る
司
所
得
な
か
っ
た
の
は
、

関
川
が
慶
州
豪
族
の
支
持
を
受
け
て
お
り
、
彼
が
王
位
継
承
の
最
短
距
離
に

居
た
た
め
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
委
に
、
慶
州
豪
族
と
金
原
信
両
勢

力
の
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
結
論
的
に
云
え
ば、

慶
州
豪
旅
勢
力
が
往
時

の
力
な
く、

金
原
信
等
の
新
興
勢
力
に
対
抗
し
得
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
金
春
駄
の
有
力
な
援
護
者
で
あ
る
金
問
信
に
つ
い

て
触
れ
て
み
る
。

前
述
し
た
如
く
、

金
照
信
の
行
動
は
、
金
春
駄
の
推
戴
に
慶
州
豪
族
の
抵

金
春
秋
の
王
位
継
承
合
一
一
池
)

抗
を
予
測
し
た
故
で
あ
る

Q

従
っ
て
、

金
康
信

・
金
春
秋
は
、
こ
れ
に
対
抗

す
る
勢
力
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。
で
は
、
彼
は
如
何
に
し
て
、
中
古
王
代

の
新
羅
支
配
勢
力
を
凌
ぐ
勢
力
を
礎
き
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
庚
信
は
所

謂
慶
州
豪
族
で
は
な
い
。
彼
は
法
興
王
十
九
年
、
新
羅
に
併
合
さ
れ
た
金
官

(
4
) 

国
の
仇
亥
王
の
後
簡
で
あ
る
。
即
ち
、
仇
玄
の
末
子
武
力
が
真
興
王
代
に
功

(
5
) 

を
成
し
、
新
羅
に
重
用
さ
れ
て
京
位
を
按
け
ら
れ
た
が
、
金
庚
信
は
武
力
の

孫
に
当
る
。
金
庚
信
自
身
は
父
を
針
玄
、母
を
真
輿
王
弟
粛
吃
宗
の
娘
万
明
と

(6
) 

し
て
お
り
、
新
羅
人
と
し
て
歴
朝
に
活
躍
し
て
い
る
が
、
当
時
の
排
他
的
な

慶
州
豪
族
支
配
社
会
か
ら
は
疎
外
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
少
く
と
も
新
羅
政
局
外
に
あ
り
、
国
政
に
参
与
出
来
な
か
っ
た
と

云
え
る
。
金
庚
信
が
新
羅
史
に
現
わ
れ
る
の

は
真
平
王
五
十
一
年
八
月
に
対

(
7
) 

高
句
麗
戦
闘
で
功
を
挙
げ
て
か
ら
で
あ
る
。
以
後
、
善
徳
王
代
を
通
じ
て
、

ハ
8
)

新
羅
有
数
の
武
将
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
未
だ
政
局
に
参
画
し

た
形
跡
は
な
い
。
彼
が
政
局
に
重
き
を
な
す
の
は
附
川
と
同
様
に
真
徳
王
代

以
降
で
あ
る
。
即
ち
、
前
掲
史
料
に
-
記
す
る
如
く
、

真
徳
王
代
に
入
っ

て、

彼
の
威
信
は
諸
公
を
服
せ
し
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
金
庚
信
が
新
羅
の
有
力

豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
旧
金
官
国
の
王
族

と
し
て
、
そ
の
旧
領
を
安
堵
さ

(9
) 

れ
、
ま
た
、
押
梁
州
軍
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
出
来
る
が
、
真
徳
王
代

に
入
っ
て
急
速
に
中
央
政
界
に
進
出
し、

然
も、

慶
州
豪
族
勢
力
と
対
抗
し

得
た
の
は
何
故
か

Q

結
局
、
粁
余
曲
折
は
あ
っ
た
に
し
ろ
、
金
庚
信
の
策
し

た
金
春
秋
即
位
が
実
現
し
た
こ
と
か
ら
、
金
庚
信
勢
力
の
真
徳
王
莞
去
時
点

に
於
け
る
慶
州
豪
族
勢
力
凌
駕
は
間
違
い
な
い
。
愛
に
、
関
川
の
政
局
進
出
を

も
含
め
て
、
善
徳
王
末
年
の
反
乱
事
件
の
解
明
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
金

春
駄
が
真
徳
王
亮
去
時
に
即
位
し
得
た
遠
因
と
し
て
も
、
こ
の
反
乱
が
想
定

一
一
五
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法
政
史
学

第
二
十
号

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
金
春
秋
は
史
料
に
記
す
る
如
く
、
五
十
二
才
に
し
て
即

位
し
て
い
る
。
で
は
、
何
故
に
彼
は
五
十
二
才
の
高
齢
ま
で
即
位
持
な
か

っ
た
の
か
。
真
平
王
を
嗣
い
だ
の
は
、
真
平
王
長
女
徳
川
究
で
あ
る
が
、
こ
の

善
徳
王
即
位
と
云
う
女
子
王
位
継
承
は
新
羅
に
先
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
新
羅
を
通
じ
て
コ
一
例
し
か
な
い
変
則
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
書
徳
王
代
は
唐
太
宗
の
指
弾
を
受
け
、
ま
た
、
批
曇
等
の
反
乱
理
由
と

も
な
っ
た
の
で
あ
る

Q

以
上
の
如
き
善
徳
王
即
位
に
つ
い
て
コ
二
国
遺
事
」

王
暦
二
十
七
善
徳
女
王
条
割
註
は
、

名
徳
品
見
。
父
真
平
王
。
母
麻
耶
夫
人

Q

金
氏
。
聖
骨
男
尽
。
故
女
王
立
。

王
之
匹
飲
葛
文
壬
。
仁
平
甲
午
立
。
治
四
十
年
。

と
説
明
す
る
。
即
ち
、
聖
骨
男
子
尽
る
故
に
女
子
を
立
て
た
と
云
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
聖
・
真
骨
の
別
、
聖
日
(
円
の
実
体
が
明
確
に
出
来
ぬ
。
現

在
、
聖
・
真
骨
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
主
目
白
山
山
王
即
位
理
由
を

前
掲
史
料
だ
げ
に
帰
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
で
は
何
故
に
菩
徳
王
即
位
が

実
現
し
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
時
に
金
春
秋
は
三
十
才
で
あ
り
、
そ
の
父
金
竜

春
は
少
く
と
も
真
智
王
の
莞
年
か
ら
推
察
し
て
五
十
日
才
以
上
で
あ
る

Q

然

も
、
王
位
に
最
も
近
い
王
族
で
あ
っ
た

Q

決
し
て
、
王
位
を
継
承
出
来
ぬ
立

場
に
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
尚
、
真
徳
王
即
位
時
の
金
春
秋
は
四
十
五

才
の
壮
年
で
あ
る
。
従
っ
て
、
書
徳
壬
即
位
と
云
う
変
則
的
王
位
継
承
の
必

要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る

Q

そ
こ
で
、
金
春
秋
が
王
位
を
継
承
出
来
な
か
っ

た
事
由
を
指
摘
出
来
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
祖
父
真
智
王
の
廃
位
事
件
を
挙
げ

る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
「
ゴ
一
国
遺
事
」
桃
花

k
・
鼻
荊
郎
条
に
、

第
二
十
五
舎
輪
王
。
認
真
智
大
王
。
(
附
中
)
御
国
四
年
。
政
乱
荒
揺

Q

国

人
亮
之

Q

一
一
-'-"・ ノ、

と
あ
る
如
く
、
真
智
王
が
国
人
ハ
慶
州
豪
族
〉
に
よ
っ
て
退
位
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
真
智
王
が
慶
州
豪
族
と
対

立
し
た
結
果
、
そ
の
王
統
は
新
羅
政
局
か
ら
排
除
さ
れ
、
慶
州
豪
族
支
配
社

会
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
慶
州
豪

族
の
意
志
が
真
智
王
系
へ
の
王
位
の
移
行
を
認
め
な
か
っ
た
故
に
、
変
則
的

な
善
徳
王
の
即
位
と
な
っ
た
と
云
え
る
。
即
ち
、
慶
州
豪
族
勢
力
が
金
春
秋

の
政
局
へ
の
進
出
を
阻
止
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
況
し
て
、
そ
の
壬
位
継

承
は
許
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
云
与
え
よ
う
。
だ
が
、
真
徳
王
亮
去
時
に

は
、
そ
の
庄
力
が
低
下
し
て
い
た
。
即
ち
、
慶
州
豪
族
勢
力
が
後
退
し
て
い

た
故
に
、
多
少
の
抵
抗
を
受
け
、
関
川
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
障
害
は
あ

っ
た
が
、
金
庚
信
の
策
謀
に
よ
っ
て
金
春
秋
の
王
位
継
承
が
実
現
し
た
の
で

あ
る

Q
そ
こ
で
、
次
節
に
慶
州
豪
族
勢
力
の
後
退
原
因
と
し
て
指
摘
し
た
善
徳
王

末
年
の
反
乱
事
件
に
つ
い
て
究
明
し
て
み
る
。

註
〈

1
)

「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
菩
徳
王
五
年
五
月
条
、
同
六
年
七
月
条
、

同
七
年
十
月
条
、
同
十
一
月
条
。

(

2

)

井
上
秀
雄
稿
「
新
羅
政
治
体
制
の
変
遷
過
程
」
(
「
古
代
史
講
座
」
第

四
所
収
)
参
照
。

(

3

)

上
大
等
の
更
迭
例
は
、
病
い
に
よ
る
退
官
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。

ハ
4
)

「
コ
一
国
史
記
」
新
羅
本
紀
法
興
王
十
九
年
条
。

(

5

)

「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
冥
興
王
十
四
年
七
月
条
、
同
十
五
年
七
月

条。

(

6

)

「
コ
一
国
史
記
」
巻
四
一
列
伝
一
金
康
信
上
参
照
。
序
な
が
ら
、
金
庚
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信
は
金
春
秋
よ
り
入
才
年
長
で
あ
る
島

〈
7
)

「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
真
平
王
五
十
二
平
八
月
条
。

ハ
8
〉
「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
善
徳
王
十
一
年
条
、
同
十
三
年
九
月
条
、

同
十
四
年
条

Q

ハ
9
)

「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
法
興
王
十
九
年
条
、同
善
徳
王
十
一

年
条
。

(
叩
)
「
一
ニ
国
史
記
」
新
羅
本
紀
諮
問
徳
王
即
位
紀
。

(
日
〉
「
一
二
国
遺
事
」
善
徳
王
知
幾
三
事
条
、
善
徳
王
・
真
徳
王
・
冥
聖
王

の
三
例
で
あ
る

Q

ハ
ロ
)
今
西
竜
稿
「
新
羅
骨
口
問
考
」
(
「
史
林
」
七
巻
一
号
所
収
)
、
池
内
宏

稿
「
新
羅
の
骨口問
制
と
玉
統
」
(
「
満
鮮
史
研
究
」
上
世
第
二
冊
所

収
〉
、
前
問
恭
作
稿
「
新
擢
の
世
次
と
其
の
名
に
つ
決
て
」
(
「
東
洋

学
報
」
十
五
巻
二
号
所
収
V

、
末
松
保
和
稿
「
新
羅
三
代
考
」
(
「
新

羅
史
の
諸
問
題
」
一
町
収
〉
等
の
研
究
が
あ
る
が
、
未
だ
解
明
さ
れ
た

と
は
い
え
な
い
。

(
日
)
西
暦
五
七
九
年
没
。
「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
真
智
王
四
年
七
月
十

七
日
条
。

三

慶
州
豪
族
勢
力
崩
壊
の
原
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
普
徳
王
末
年
の
反
乱

は
、
金
原
信
勢
力
の
政
局
掌
握
の
契
機
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
反
乱
に

つ
い
て
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

善
徳
王
十
六
年
の
反
乱
に
関
す
る
史
料
は
、
「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
善

徳
王
十
六
年
正
月
条
に
、

蹴
曇
。
廉
宗
等
謂
女
主
不
能
善
理
。
因
謀
叛
挙
兵
不
克
。
八
日
。
王
莞
。

金
春
秋
の
王
位
継
承
〈
三
池
U

詰
日
善
徳
島
葬
子
狼
山
島

と
記
し
、
ま
た
、
同
真
徳
王
元
年
正
月
十
七
日
条
に
、

訣
眺
曇
。
坐
死
者
三
十
人
。

と
あ
り
、
問
書

す

列
伝
一

金
庚
信
上
十
六
年
丁
未
条
に
、

是
善
徳
王
末
年
。

真
徳
王
元
年
也
。
・
大
臣
枇
曇
。

廉
宗
謂
女
主
不
能
普

理
。
挙
丘
ハ
歓
廃
之
。
王
白
内
禦
之
。
枇
曇
等
屯
於
明
活
城
。
王
師
営
於
月

城
Q

攻
守
十
日
不
解
。
丙
夜
大
星
落
於
月
域
。
蹴
曇
等
謂
士
卒
日
。
吾
聞

落
星
之
下

G

必
有
流
血
。
此
殆
女
主
敗
績
之
兆
也

Q

七
一
卒
呼
肌
声
振
地
。

大
王
聞
之
。
恐
懐
失
次
。
康
信
見
王
目
。
吉
凶
無
常
。
惟
入
所
召
。
故
利

以
赤
雀
亡。

魯
以
獲
麟
衰
。
高
宗
以
雑
俳
興
。
鄭
公
以
竜
闘
回
目
。
故
知
徳

勝
於
妖
。
則
星
辰
変
異
。

不
足
畏
也

Q

一
請
王
勿
憂
。
乃
造
偶
人
抱
火
載
於

風
鳶
而
腿
之
。

若
よ
天
然
。

翌
日
。
使
人
博
言
於
路
日
。

昨
夜
落
星
還

上
。
使
賊
軍
疑
持。

又
刑
白
馬
祭
於
落
星
之
地
。
祝
日
。
天
道
則
陽
剛
而

陰
柔

Q

人
道
則
君
曾
至
臣
卑
。
十
句
或
易
之
。
即
民
大
乱
。
今
眺
曇
等
以
臣

而
謀
君
。

白
下
而
犯
上
。
此
所
謂
乱
臣
賊
子
人
神
所
同
疾
。
天
地
所
不

容
。
今
夫
若
無
意
於
此
。
而
反
見
星
怪
於
壬
域
。
此
巨
之
所
疑
惑
市
不

職
者
也
。
惟
天
之
威
。
従
人
之
欲
。
善
善
悪
悪
。
無
作
紳
差
。
於
是
督
諸

将
卒
奮
撃
之
。
蹴
曇
等
敗
走
。
追
斬
之
。
夷
九
族
。

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
反
乱
は
上
大
等
蹴
曇

・
廉
宗
等
が
善
徳
王
に
対

し
て
、
「
女
主
不
能
善
理
」
を
理
由
と
し
て
起
こ
し
た
反
乱
で
あ
る
。
た
め

に
、
善
徳
王
は
乱
中
に
横
死
し
た
如
く
で
あ
る
。
反
乱
そ
の
も
の
は
半
月
足

ら
ず
で
真
徳
王
の
下
に
鎮
圧
さ
れ
、
三
十
余
名
が
諒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
反
乱
が
与
え
た
新
羅
政
局
の
動
揺
・
混
乱
は
金
庚
信
伝
に
一
記
す

る
如
く
、
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
反
乱
は
何
故
発
生
し
た
の

一
一
七
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で
あ
ろ
う
か
。
善
徳
王
に
対
す
る
反
乱
理
由
は
具
体
的
に
は
何
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
反
乱
主
謀
者
枇
曇
は
上
大
等
と
し
て
新
羅
政
局
の
中
枢
に
あ
っ

た
。
即
ち
、
「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
善
徳
王
十
四
年
十
一
月
条
に
、

拝
伊
波
眺
曇
魚
上
大
等
。

と
あ
る
如
く
、
反
乱
二
年
前
に
と
大
等
に
任
じ
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
彼
は
慶

州
豪
族
勢
力
の
領
袖
と
し
て
、
そ
の
勢
力
を
背
景
と
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た

と
考
え
て
よ
い
。
即
ち
、
三
十
余
名
に
昇
る
反
乱
勢
力
は
慶
州
豪
族
の
大
多

数
で
あ
っ
て
、
然
も
、
そ
の
主
流
勢
力
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の

慶
州
豪
族
が
反
乱
勢
力
で
あ
る
な
ら
ば
、
史
料
に
記
す
る
如
く
、
そ
の
普
徳

王
に
与
え
た
衝
撃
ぽ
強
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
新
羅
支
配
機
構
が
根
底
か

ら
崩
れ
兼
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
国
家
そ
の
も
の
の
浮
沈
を
左
右
す
る
事
件

で
あ
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い

Q

特
に
、
善
徳
王
ば
全
く
孤
立
し

た
状
態
に
追
い
込
ま
れ
h
状
態
に
あ
り
、
政
権
を
放
来
せ
ざ
る
が
一
得
な
い
す
一

場
に
ま
で
後
退
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
時
点
で
金
原
信
勢
力
が
善

徳
王
側
に
立
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
羅
政
局
に
於
け
る
彼
の
政
治
的
立
場

が
強
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

此
く
も
激
し
い
慶
州
豪
族
の
反
乱
を
起
こ
し
た
眺
曇
は
普
徳
互
の
廃
位
を

迫
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
要
因
を
探
る
な
ら
ば
、
真
平
壬
末
期
か
ら
後
退

(1
) 

し
つ
つ
あ
っ
た
新
羅
国
勢
が
最
悪
の
状
態
を
迎
え
た
こ
と
を
挙
げ
得
ょ
う
。

(
2〉

特
に
、
百
済
に
義
慈
王
が
立
っ
と
、
そ
の
新
羅
侵
略
は
過
激
と
な
り
、
百
済
・

高
句
麗
連
合
に
よ
っ
て
、
新
羅
は
全
く
の
背
境
に
陥
り
、
真
興
主
代
の
生
彩

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
打
撃
が
諮
問
徳
王
十
一
年
七
月

の
国
西
四
十
余
城
の
喪
失
で
あ
り
、
同
年
八
月
の
高
句
麗
に
よ
る
党
頃
城

の
、
ま
た
、
百
済
に
よ
る
大
耶
城
の
敗
北
で
あ
る
。
従
っ
て
、
普
徳
王
治
世

一
一
八

の
国
内
政
局
は
動
揺
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
現
状
打
解
策
と
し
て
、
苦

境
脱
却
の
た
め
の
唐
援
兵
派
遣
の
要
請
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
唐
軍
出
師
の
要

請
が
反
乱
の
直
接
原
因
を
な
し
て
来
る
の
で
は
る
。

善
徳
王
の
即
位
自
体
、
新
羅
に
於
い
て
は
異
例
な
こ

と
で
あ
っ
た
故
に
、

慶
州
豪
族
の
推
戴
を
受
げ
た
に
せ
よ
、
菩
徳
王
の
地
位
は
極
め
て
不
安
定
で

あ
っ
た
と
云
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
国
威
の
低
下
、
国
域
の
縮
小
と
云
う

非
常
事
態
を
迎
え
た
結
果
、
善
徳
王
は
新
羅
政
局
か
ら
孤
立
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
慶
州
豪
族
の
菩
徳
王
に
対
す
る
反
発
も
強
く
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
Q

そ
こ
へ
、
唐
軍
派
遣
要
請
の
回
答
と
し
て
示
め
さ
れ
た
唐
太
宗
の
新
羅

救
国
策
が
慶
州
豪
族
を
刺
激
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
「
三
国
史
記
」

新
羅
本
紀
者
徳
王
十
二
年
九
月
条
に
、

遣
使
大
底
上
一
言
。
高
句
麗
百
済
侵
凌
巨
因
。
累
迫
攻
襲
・
数
十
城
。
雨
関
連

兵
。
則
之
必
取

Q

将
以
今
弦
九
月
大
牢

Q

下
関
吐
稜
必
不
獲
全
。
謹
遺
陪

臣
蹄
命
大
図
。
願
乞
偏
師
。
以
存
救
援
。
而
調
使
人
日
。
我
賞
京
爾
魚
二

園
所
侵
。
所
以
頻
遺
使
人
。
和
爾
三
因
。
高
句
麗
百
済
旋
腫
燕
悔
。
意
在

呑
減
而
分
爾
土
宇
。
爾
図
設
何
奇
謀
。
以
免
顛
越

Q

使
人
目
。
吾
王
事
窮

計
輩
。
唯
告
急
大
因
。
翼
以
全
之
。
帝
目
。
我
少
発
進
兵
。
惣
契
丹
軟
輯

直
入
遼
東
。
爾
園
自
解
。

可
緩
爾

一
年
之
園。

此
後
知
無
継
兵
。
還
韓
侵

侮
。
四
閤
倶
擾
。
於
爾
未
安
。
此
局
一
策
。
我
又
能
給
爾
数
千
朱
砲
丹

織
。
二
岡
兵
至
。
建
而
陳
之

Q

彼
見
者
以
局
我
因
。
必
皆
奔
走

Q

此
篤

二
策
。
百
済
国
怖
海
之
険
。
不
修
機
械
。
男
女
紛
雑
。
互
相
燕
緊
。
我
以

数
十
百
船
。
載
以
甲
卒
。
街
枚
泥
海
。
直
襲
其
地
。
爾
国
以
婦
人
為
主
。

為
都
国
軽
侮

Q

失
主
延
冠
。
麻
酔
歳
休
寧
。
我
遣
一
宗
支
。
血
(
為
爾
国
主
。

市
自
不
可
描
王
。
嘗
遣
兵
皆
護
。
待
爾
国
安
。
任
繭
自
守
。
此
為
三
策
。
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爾
宜
思
之
ο

将
従
何
事
。
使
人
但
唯
而
無
針
@
帝
嘆
其
席
部
。
非
乞
師
告

急
之
才
也
。

(
5〉

左
記
す
る
唐
太
宗
の
新
羅
窮
状
打
解
策
で
あ
る
。
愛
に
示
き
れ
た
案
は
実
行

さ
れ
ず
、
翌
年
、
唐
太
宗
は
高
句
麗
に
里
玄
奨
を
遺
し
て
、
高
句
麗
・
百
済

(6
) 

の
新
羅
攻
略
を
諌
め
た
の
で
あ
る
が
、
唐
太
宗
の
第
三
策
が
、
新
羅
に
与
え

た
衝
激
は
大
き
か
っ
た
。
即
ち
、
唐
太
宗
の
連
枝
を
王
に
戴
い
て
自
国
を
守

る
こ
主
は
、
新
羅
の
現
状
打
解
に
は
最
も
効
果
的
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
案
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
新
羅
の
自
立
を
放
棄
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
然

も
、
普
徳
王
を
戴
く
現
状
で
は
唐
太
宗
の
指
摘
す
る
如
く
、
窮
地
脱
却
は
至

難
な
こ
と
で
あ
り
、
唐
の
援
兵
も
望
め
な
い
の
で
あ
る
。
唐
太
宗
の
凹
的
が

何
に
あ
る
か
は
明
か
で
あ
る
。
云
う
迄
も
な
く
新
羅
の
完
全
掌
握
に
あ
る
。

し
か
し
、
新
羅
の
現
状
も
ま
た
、
滅
亡
の
危
機
に
あ
る
。
当
然
、
国
論
は
激

し
た
で
あ
ろ
う
。
史
料
は
伝
え
な
い
が
善
徳
王
の
廃
立
が
論
議
の
争
点
と
な

っ
た
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
。
即
ち
、
著
徳
王
を
支
持
し
て
現
状
を
維
持

す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
唐
太
宗
の
指
弾
を
排
す
る
た
め
に
若
者
徳
壬
守
廃
し
て
、

新
王
を
推
戴
し
て
唐
の
新
羅
へ
の
食
指
を
断
っ
か
で
あ
る
。
愛
に
、
批
曇
等

慶
州
豪
族
が

「女
主
不
能
善
理
」
と
し
て
、
そ
の
退
位
を
追
っ
た
原
因
が
あ

る
と
考
え
る
。
実
際
に
は
唐
使
里
玄
奨
の
高
句
麗
説
諭
と
な
り
、

一高
句
麗

説
得
失
敗
に
よ
る
唐
軍
の
高
句
麗
遠
征
と
な
っ
て
、
新
羅
の
危
機
は

一
応
緩

(
7
) 

和
さ
れ
た
が
、
こ
の
唐
太
宗
の
与
え
た
波
紋
は
新
羅
政
局
を
揺
振
り
続
け
た

で
あ
ろ
う
。
恐
ち
く
、
慶
州
豪
族
は
新
王
推
戴
を
策
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

枇
曇
は
自
ら
王
位
を
得
ん
と
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
間
の
事
情
は

知
る
由
も
な
い
が
、
新
羅
の
主
要
支
配
勢
力
が
唐
太
宗
の
打
解
策
提
示
に
よ

っ
て
善
徳
王
か
ら
離
反
し
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
結
果
、

金
春
秋
の
王
位
継
承
ハ
三
池
)

善
徳
王
は
劣
勢
左
な
っ
た
の
で
あ
る
。
枇
曇
を
上
大
等
と
し
た
の
も
善
徳
王

の
妥
協
策
・
懐
柔
策
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
兎
に
角
、
善
徳
王
十
五
年

を
経
て
十
六
年
を
迎
え
る
と
普
徳
王
は
全
く
孤
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
反

乱
時
の
普
徳
王
の
狼
狽
ぶ
り
が
よ
く
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
窮
地
に
陥
っ
た

普
徳
王
側
に
、
そ
れ
ま
で
中
央
政
局
の
慶
州
豪
族
集
団
か
ら
排
除
さ
れ
、
疎

外
さ
れ
て
い
た
非
慶
州
豪
族
が
糾
合
さ
れ
た
の
も
至
極
当
然
な
成
り
行
き
で

あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
中
心
勢
力
が
金
官
国
王
族
の
商
た
る
金
庚
信
一
派
で
あ

っ
た
と
す
る
こ
主
が
出
来
る
。
ま
た
、
慶
州
豪
族
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
主

流
勢
力
で
は
な
か
っ
た
闘
川
伊
治
等
で
あ
る
。
愛
に
、
真
徳
王
代
、
彼
等
が

新
羅
政
局
の
中
枢
を
掌
握
し
得
た
理
由
が
あ
る
。
特
に
、
金
腕
信
は
反
乱
鎮

圧
の
主
要
勢
力
を
率
い
て
お
り
、
そ
の
点
で
彼
の
発
言
力
が
真
徳
王
代
政
局

に
群
を
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ

の
時
点
で
金
春
秋
は
何
故
に
善

徳
王
を
嗣
ぎ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
に
一
記
す
る
が
、
既
に
金
庚
信

・
金
春
駄
の
政
治
的
結
束
は
強
固
な
も
の
に
な
っ
て

い
た
の

で
あ
る
。
ま
た

真
徳
王
代
、
事
実
上
金
庚
信
が
政
局
を
掌
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

関
川
等
慶
州
豪
族
勢
力
を
無
視
出
来
な
か
っ
た
故
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
閑
川
の
上
大
等
任
官
が
あ
る
。
こ
れ
は
新
羅
社
会
の
持
つ
排
他
的

(8
) 

な
骨
品
体
制
の
障
害
を
崩
す
ま
で
に
は
い
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
骨

(9
) 

口
問
体
制
が
変
質
す
る
の
は
中
代
王
代

・
武
烈
王
の
後
年
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
時
点
で
は
金
庚
信
等
新
興
勢
力
と
関
川
等
慶
州
豪
族
の
妥
協
が
必
要
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
当
時
の
朝
鮮
半
島
情
勢
が
新
羅
に
内
乱
を
続

け
る
余
裕
を
与
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
真
徳
壬
元
年
十
月
、
翌
二

(
叩
〉

年
三
月
と
百
済
の
侵
入
が
禍
次
で
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
早
急
に
国
内

の
動
揺
を
鎮
め
、
国
内
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
反

一
一
九
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法
政
史
学

第
二
十
号

乱
後
の
勢
力
各
派
の
妥
協
が
行
わ
れ
、
金
春
秋
よ
り
は
抵
抗
の
少
い
真
徳
王

が
女
子
の
身
で
王
位
を
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
真
徳
王
代
、
金

庚
信

・
金
春
秋
は
着
実
に
政
治
基
盤
を
礎
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
一
ニ
国
史
記
」
新
羅
本
紀
真
徳
王
紀
・
治
四
一一一列
伝
一
一
.
金
庚
信
牡
.
・
「
一
一
一

国
遺
事
」

真
徳
王

・
太
宗
春
秋
公
の
各
条
等
か
ら
窺
え
よ
う
。
即
ち
、
真
徳

王
代
の
新
羅
窮
状
の
打
解
に
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
外
交
面
に
於
け
る
金
春

秋
で
あ
り
、
軍
事
面
に
於
け
る
金
庚
信
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
彼
等
の
勢
力

は
新
羅
政
局
の
中
心
勢
力
と
し
て
揺
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
金
春
秋
の
王
位
継
承
を
実
現
せ
し
め
た
と
云
与
え
よ
う
。

註
〈

1
〉
善
徳
王
代
は
旧
辰
韓
の
支
配
領
域
に
ま
で
新
羅
国
域
は
後
退
し
て
い

た
と
云
わ
れ
る
。
井
上
秀
雄
稿
「
新
羅
政
治
体
制
の
変
遷
」
(
「
古
代

史
講
座
」
第
四
所
収
)
参
照。

(
2
〉
善
徳
王
十
年
・
六
四
一
年
即
位
。

ハ
3
)

「
一ニ
国
史
記
」
新
羅
本
紀
善
徳
王
十
一
年
七
月
条
・
同
八
月
条
。

〈

4
〉
「
一
二
国
史
記
」
新
羅
本
紀
善
徳
玉
十
二
年
九
月
条
、
「
旧
唐
書
」
巻

一
九
九
上
東
夷
新
羅
・
貞
観
十
七
年
条
。

(

5

)

「
新
唐
書
」
巻
二
二

O
東
夷
高
麗
条
参
照
。

〈

6
)

「
旧
唐
書
」
巻
一
九
九
上
東
夷
高
麗
・
貞
観
十
七
年
条
、
「
三
国
史

記
」
高
句
麗
本
紀
宝
蔵
玉
三
年
正
月
条
、
同
新
羅
本
紀
善
徳
王
十
三

年
正
月
条
、
同
百
済
本
紀
義
慈
王
四
年
正
月
条
。

(

7

)

「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
善
徳
王
十
四
年
五
月
、
同
高
句
麗
本
紀
宝

蔵
王
四
年
条
、
「
旧
唐
書
」
巻
一
九
九
上
東
夷
高
麗
・
「
新
唐
書
」

巻
ニ
ニ

O
東
夷
高
麗
の
条
。

一二

O

九一
g
〉
骨
晶
体
制
に
つ
い
て
は
武
田
幸
男
稿
「
新
羅
の
骨
品
体
齢
社
会
」
(
「
歴

史
学
研
究
」
二
九
九
号
所
収
)
参
照

Q

(

9

)

武
田
氏
は
骨口間
体
制
の
変
質
例
と
し
て
「
一
二
国
史
記
」
巻
四
七
列
伝

七
竹
竹
条
を
挙
げ
、
善
徳
王
代
に
変
質
現
象
ら
り
と
さ
れ
る
が
、
筆

者
は
、
百
済
・
高
句
麗
の
滅
亡
に
よ
る
両
国
人
の
官
僚
体
制
組
入
れ

に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

(
叩
〉
「
三
国
史
記
」
新
羅
本
紀
真
徳
王
元
年
十
月
条
、
同
二
年
三
月
条
。

、
}
ノ四

/
t
¥ 

さ
て
、
普
徳
王
十
六
年
正
月
の
反
乱
事
件
を
契
機
と
す
る
新
羅
政
局
の
勢

力
交
代
を
追
究
し
て
来
た
が
、
こ
の
新
興
勢
力
た
る
金
康
信
と
金
春
秋
の
関

係
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
に
、
金
腕
信
は
金
春
秩
を
王
位
に

推
挙
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

金
成
信
が
慶
州
外
豪
族
で
あ
り
な
が
ら
、
真
徳
王
代
新
羅
政
局
の
重
鎮
と

な
り
得
た

の
は
善
徳
王
十
六
年
正
月
の
反
乱
の
結
果
で
あ
り
、
金
春
秋
の
王

位
継
承
が
実
現
し
た
の
も
、
金
康
信
の
新
羅
政
局
掌
握
の
結
果
で
あ
る
ο

だ

が
、
こ
の
反
乱
に
金
春
秋
が
関
与
し
て
い
た
と
す
る
史
料
を
見
る
こ
と
は
出

来
な
い

Q

事
実
、
金
春
秩
は
直
接
に
は
反
乱
事
件
に
関
係
し
て
い
な
か
っ
た

か
も
知
れ
ぬ
が
、
し
か
し
、
前
述
し
た
如
く
、
金
春
秋
、
が
王
位
を
継
承
し
得

た
最
大
の
理
由
が
、
こ
の
反
乱
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
が
反
乱
事
件

と
無
関
係
で
あ
る
と
は
云
い
切
れ
ぬ
し
、
ま
た
、
こ
の
反
乱
が
新
羅
政
局
の

主
要
勢
力
た
る
眺
曇
等
慶
州
豪
族
勢
力
と
、
善
徳
王
支
持
勢
力
の
対
立
で
あ

り
、
新
羅
政
局
の
大
転
換
を
斎
し
た
事
件
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら

ば
、
金
春
駄
が
全
く
の
局
外
者
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
で
あ
ろ



Hosei University Repository

ぅ
。
そ
こ
で
、
先
ず
金
庚
信
と
金
春
秋
の
関
係
を
追
究
し
て
み
る
必
要
が
あ

る。

(
1
) 

金
春
秋
が
史
料
上
に
現
わ
れ
る
の
は
普
徳
王
十
一
年
八
月
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
前
に
金
康
信
と
金
春
秋
が
何
等
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
か
否
か
は

不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
真
平
王
五
十
一
年
八
月
の
高
句
麗
娘
皆
城
攻
略
に
際

し
て
、
金
竜
春
・
金
好
玄
・
金
庚
信
の
名
が
見
え
る
か
ら
、
或
る
交
流
は
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
両
者
の
親
交
を
伝
え
る
記
事
と
し
て
は
、
「
三
国
史

記
」
新
羅
本
紀
善
徳
王
十
一
年
冬
条
に
記
す
る
金
春
秋
高
句
麗
派
遣
の
際
の

こ
と
と
し
て
伝
え
る
、
コ
一
一
国
史
記
」
合
列
伝
一
金
庫
信
上
善
徳
大
王
十

一
年
壬
寅
条
で
あ
る
。
即
ち
、

(的前
)春
秋
恨
之
。
欲
請
高
句
麗
共
以
報
百
済
之
怨
。
王
許
之
。
将
行
謂

庚
信
目
。
五
日
興
公
同
憶

Q

為
国
股
肱
ο

今
我
若
入
彼
自
害

Q

則
公
其
無
心

乎
。
庚
信
日
。
公
若
佐
而
不
還
。
則
僕
之
馬
跡
必
践
於
一
蹴
憐
雨
王
之
庭
。

有
不
如
此
。
将
何
面
目
以
見
国
人
乎
。
春
秋
感
悦
。
興
公
互
嘘
手
指
。
歌

血
以
盟
目
。
五
日
計
日
六
旬
乃
還
。
若
過
此
不
来
。
則
無
再
見
之
期
実
。
遂

相
別
。
(
附
中
)
春
秋
入
高
句
麗
過
六
旬
未
還

Q

庚
信
棟
得
国
内
勇
士
三
千

人
。
翌
日
目
。
吾
聞
見
危
致
命
。
臨
難
忘
身
者
。
烈
士
之
志
也
。
(
的
中
)

今
国
之
賢
相
。
被
他
国
之
拘
執
。
其
可
畏
不
犯
難
乎
。
於
是
衆
人
目
。
雄

出
高
死
一
生
之
中
。
敢
不
従
将
軍
之
令
乎

Q

遂
請
王
以
定
行
期
。
(
附
下
)

と
記
し
て
い
る
。
確
に
金
春
秋
の
高
句
麗
派
遣
は
国
運
を
賭
し
て
お
り
、
金

庚
信

・
金
春
秋
の
会
話
は
悲
憤
感
か
ら
出
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
単
に
、

そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
と
は
云
え
な
い
。
や
は
り
、
共
に
国
の
股
肱
と
し
て
共

通
し
た
使
命
感
に
支
え
ら
れ
た
盟
友
以
上
の
関
係
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
は

金
春
秋
の
王
位
継
承
(
三
池
〉

金
春
秋
の
妃
文
明
夫
人
が
金
庚
信
の
季
妹
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
即

ち
、
金
春
秋
の
妃
文
明
夫
人
は
金
庚
信
の
季
妹
女
姫
(
阿
之
〉
で
あ
る
が
、

そ
の
結
婚
詳
が
「
三
国
遣
事
」
太
宗
春
秋
公
条
に
あ
り
、
そ
の
事
情
を
伝
え

て
い
る
。
金
春
秋
の
婚
鯛
が
何
年
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
金
庚
信
の

策
謀
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
普
徳
王
代
の
婚
姻
は
、
金
庚
信
が
金

(
3
) 

春
秋
と
の
政
治
的
結
び
付
き
を
策
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る

Q

そ
の
結
果
、

金
庚
信
・
金
春
秋
は
親
族
と
な
り
、
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
即
ち
、
金
庚
信
・
金
春
秋
の
関
係
は
親
族
関
係
に
あ
る
と
共
に

金
庚
信
の
行
動
か
ら
、
両
者
の
政
治
的
結
托
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金

庚
信

・
金
春
秋
の
関
係
が
政
治
的
結
び
付
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然

の
こ
と
と
し
て
、
金
春
秋
も
反
乱
時
に
善
徳
王
側
に
あ
っ
て
、
金
庚
信
と
同

一
行
動
を
と
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
掲
、
善
徳
王
十
一
年
の

記
事
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
で
は
、
何
故
に
金
庚
信
は
金
春

秋
と
の
政
治
的
結
托
を
企
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
触
れ
て
み
る
。

さ
て
、
金
庚
信
が
金
春
秋
に
政
治
的
な
接
近
を
図
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
金

春
秋
が
金
庚
信
の
策
略
に
乗
じ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
解
明
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
所
謂
金
春
秋
等
の
新
興
勢
力
、
即
ち
、
慶

州
豪
族
集
団
支
配
を
打
倒
し
て
政
権
を
掌
握
し
た
政
治
勢
力
の
全
容
を
知
り

得
る
で
あ
ろ
う
。
先
ず
、
両
者
の
政
治
的
立
場
、
新
羅
社
会
に
於
け
る
境
遇

を
見
て
み
る
。

金
一原
信
は
一
戸
う
ま
で
も
な
く
、
金
官
国
王
族
武
力
の
末
喬
で
あ
る
。
従
っ

て
、
彼
は
新
羅
支
配
勢
力
外
に
あ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
と
に
、
彼
の
父
針

玄
が
コ
一
一
国
史
記
」
す
列
伝
一
金
照
信
上
に
あ
る
如
く
、
真
興
主
主
痢
詑
宗

の
娘
万
明
と
私
に
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
た
め
に
慶
州
豪
族
の
指
弾
を
受
け
て
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法
政
史
学
第
二
十
号

(
4
) 

い
た
と
思
わ
れ
る
。

然
る
に
、
彼
の
率
い
る
政
治
勢
力
は
、
そ
の
出
自
及
び

押
梁
州
軍
主
と
云
う
地
位
か
ら
、
慶
尚
南
道
金
海
を
中
心
と
す
る
某
樫
の
上

に
安
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
金
成
信
自
身
、
「
三
国
史
記
」
列

伝
に
あ
る
如
く
、
真
平
王
五
十
一
年
八
月
の
高
句
麗
戦
以
来
、
度
々
の
戦
役

に
功
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
点
で
金
康
信
は
当
時
の
支
配
勢
力
た
る
慶
州
豪

族
に
対
す
る
不
満
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
一
方
の
金
春
秋
は
当

時
の
王
位
に
最
も
近
い
王
族
と
し
て
、
そ
の
政
治
の
中
枢
に
あ
る
べ
き
で
あ

¥、ノ

る
が
、
ニ
に
記
し
た
如
く
、
彼
は
曽
父
真
智
王
廃
位
事
件
の
故
に
政
局
か
ら

疎
外
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
真
智
王
と
国
人
ハ
慶
州
豪
族
〉
と
の

対
立
の
故
に
、
慶
州
豪
族
と
金
春
秋
の
王
統
の
確
執
が
彼
を
孤
立
せ
し
め
て

い
た
と
し
て
よ
い
。

特
に
、
彼
が
王
位
を
継
承
し
得
な
か
っ
た
不
満
は
十
分

(
6
) 

に
察
知
し
得
る
。
彼
は
実
際
に
は
国
運
を
賭
し
た
程
の
外
交
活
動
・
対
高
句

麗
交
渉
に
従
事
し
な
が
ら
、
新
羅
政
局
か
ら
は
、
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
善
徳
王
の
即
位
事
情
に
見
ら
れ
る
異
例
の
王
位
継
京
が
慶
州
豪
族
勢
力

の
故
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
が
持
っ
た
対
慶
州
豪
族
感
情
は
想

像
す
る
に
難
く
な
い
。
愛
に
、
金
庚
信
・
金
春
秋
両
者
の
菩
徳
王
代
に
於
け

る
新
羅
政
局
・
社
会
に
対
す
る
共
通
し
た
立
場
が
あ
る
ο

こ
の
両
者
の
慶
州

豪
族
支
配
体
制
に
対
す
る
共
通
し
た
不
満
が
、
両
者
の
政
治
的
結
束
を
促
し

慶
州
豪
族
に
対
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
然
も
、
普
徳
王
治
世
は
百
済
・

高
句
麗
の
侵
入
に
よ
っ
て
、
政
局
が
甚
だ
不
安
定
で
あ
り
、
品
一
世
徳
王
十
二
年

九
月
の
唐
太
宗
の
指
摘
が
善
徳
王
の
地
位
さ
え
も
揺
振
る
混
乱
を
与
え
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
慶
州
豪
族
支
配
体
制
の
危
険
性
を
痛
感
せ
し
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
即
ち
、
金
春
秋
・
金
庚
信
の
新
興
勢
力
は
、
各
々
の
持
つ
門
地
の
貴

種
・
慶
州
外
豪
族
勢
力
の
領
袖
た
る
実
力
を
糾
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼

一
一一
-一一

等
の
政
局
進
出
を
阻
止
す
る
慶
州
豪
族
と
、
新
羅
の
現
状
を
打
解
し
得
な
い

慶
州
豪
族
支
配
体
制
を
打
倒
せ
ん
と
す
る
非
慶
州
豪
族
勢
力
で
あ
る
と
云
い

(7
) 

得
ょ
う
。
こ

の
金
春
秋
・
金
腕
信
を
中
心
と
す
る
汎
新
羅
政
治
勢
力
と
も
云

う
べ
き
新
興
勢
力
が
、
慶
州
豪
族
を
打
倒
す
る
機
会
と
な
っ
た
の
が
上
大
等

枇
曇

・
廉
宗
等
を
中
心
と
す
る
慶
州
豪
族
の
反
乱
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

そ
れ
故
に
新
興
勢
力
は
普
徳
王
側
に
立
ち
、
こ
れ
に
勝
利
を
収
め
て
、
こ
れ

を
凌
駕
す
る
勢
力
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
だ
新
羅
社
会
体
制

・
支
配
体
制
を
完
全
に
掌
握
改
変
す
る
程
の
勢
力
と
し
て
、
そ
の
政
治
力
を

発
揮
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
金
春
秋
の
王
位
継
承
が

遅
れ
た
し
、
ま
た
、
関
川
等
慶
州
豪
族
の
政
局
に
於
け
る
地
位
が
存
在
し
た

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
愛
に
、
金
春
秋
即
位
時
の
複
雑
な
王
位
継
承
事
情
が

存
在
し
た
の
で
あ
る

Q

註
〈

1
)
従
っ
て
、
金
春
秋
の
新
羅
政
治
史
上
へ
の
出
現
は
対
高
句
麗
交
渉
に

始
ま
る
。

(

2

)

こ
の
文
明
夫
人
の
所
出
が
第
三
十
代
文
式
王
法
敏
で
あ
る
。
従
っ
て

中
代
王
代
が
中
古
玉
代
と
全
く
異
質
の
王
系
を
形
成
し
た
こ
と
と
な

る。

(

3

)

同
史
料
は
両
者
の
出
合
を
蹴
鞠
の
会
と
記
し
、
金
使
信
が
金
春
秋
を

自
宅
に
伴

っ
た
と
記
し
て
い
る

Q

(

4

)

こ
の
針
玄
・
万
明
の
婚
姻
及
び
、
金
春
秋
・
文
姫
の
婚
姻
の
社
会
的

問
題
に
つ
い
て
は
末
松
保
和
稿
「
新
羅
三
代
考
」
第
一
章
(
「
新
羅

史
の
諸
問
題
」
所
収
U

参
照
。

パ

5
)

「
三
国
史
記
」
巻
三
四
志
三
地
理
一
良
州
金
海
小
京
条
参
照

Q
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ハ
6
)
金
春
秋
は
真
智
王
孫
で
あ
る
と
共
に
莫
平
王
孫
で
あ
る
。
ま
た
、
彼

以
外
に
王
位
継
示
者
と
し
て
の
該
当
者
は
系
譜
上
に
見
当
ら
な
い
。

(

7

)

こ
の
言
葉
は
適
切
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
武
列
王
代
に
於
け
る

百
済
人
の
官
僚
体
制
吸
収
・
京
位
授
与
、
ま
た
、
つ
一
一
国
史
記
」
巻

四
七
列
伝
七
竹
竹
条
等
か
ら
判
断
し
て
、
慶
州
外
豪
放
を
糾
合
し
た

官
僚
体
制
を
志
向
し
て
い
た
と
芳
え
ら
れ
る
武
烈
王
権
体
制
を
想
定

す
る
な
ら
ば
、
ま
た
、
七
世
紀
新
維
の
動
向
を
考
え
る
な
ら
ば
、
当

時
の
金
春
秋
等
の
勢
力
が
広
く
新
羅
全
域
に
一
回
一る
勢
力
を
糾
合
せ
ん

と
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
ラ
。

¥
、，
ノ五fL 

以
上
の
如
く
、
金
春
秋
が
王
位
を
継
承
し
た
背
景
に
は
、
七
世
紀
中
葉
の

新
羅
政
局
を
根
底
か
ら
覆
す
政
治
勢
力
の
交
代
、
新
羅
支
配
体
制
の
変
化
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
愛
で
、
要
約
し
な
が
ら
金
春
秋
の
王
位
継
承
が

有
す
る
新
羅
史
上
の
意
義
、
及
び
問
題
点
に
触
れ
て
み
る
。

先
ず
、
金
春
秋
王
位
継
承
の
実
現
は
、
金
春
秋
・
金
庚
信
等
を
中
心
勢
力

と
す
慶
州
外
豪
族
の
、
中
古
王
代
の
支
配
勢
力
た
る
慶
州
豪
族
に
対
す
る
、

ま
た
、
そ
の
支
配
体
制
に
対
す
る
勝
利
で
あ
っ
た
。
こ

の
慶
州
豪
族
勢
力
と

新
興
勢
力
の
新
羅
政
局
に
於
け
る
勢
力
転
換
は
、

品一世
徳
王
代
の
新
羅
国
勢
の

後
退
に
よ
る
不
安
定
な
政
治
情
勢
の
中
で
起
こ
っ
た
上
大
等
批
曇
等
の
反
乱

に
よ
っ
て
表
面
化
し
、
真
徳
王
代
に
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
日
標
は
新
羅
を
百
済
侵
略
下
の
劣
勢
か
ら
救
う
こ
と
に
あ
っ
た

Q

そ
の

た
め
に
は
、
旧
来
の
連
合
政
権
的
支
配
体
制
を
支
持
す
る
慶
州
豪
族
を
打
倒

し
、
新
羅
王
権
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た

Q

即
ち
、

主
権
の
強
加
に
よ
る

金
春
秋
の
壬
位
継
承
つ
一
一
池
)

挙
国
体
制
の
整
備
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
排
他
的
な
支
配
勢
力
た
る
慶
州
豪

族
を
抑
え
て
、
慶
州
外
豪
族
を
糾
合
し
た
新
羅
中
央
集
権
体
制
ケ
一
目
指
す
金

春
秋
・金
威
信
勢
力
の
勝
利
は
、新
羅
史
上
二
時
代
を
画
す
る
も
の
で
あ
り
、

金
春
秋
の
即
位
は
、
そ
の
第
一
歩
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
新
羅
全
盛
期

の
出
現
は
文
武
王
の
朝
鮮
半
島
統

一
事
業
の
成
功
に
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に

や
は
り
、
こ
の
金
春
秋
(
太
宗
武
烈
王
)
の
即
位
が
国
内
的
に
は
新
時
代
を

告
げ
る
最
大
要
因
と
い
え
る
。
即
ち
、
新
羅
専
制
王
権
時
代
へ
の
移
行
で
あ

る
。
愛
に
、
太
宗
武
烈
王
即
位
を
以
っ
て
「
三
国
史
記
」
「
一
二
国
遺
事
」
共

に
時
代
区
分
点
と
し
て
い
る
事
由
が
あ
る
。
所
調
中
代
王
代
で
あ
る
。
こ
の

中
代
王
代
は
約
一
世
紀
(
六
五
回
・
太
宗
武
烈
王
即
位

t
七
八

0
・
恵
恭
王

没
〉
に
及
ぶ
が
、
新
羅
全
盛
期
で
あ
る
。
そ
の
基
礎
ば
金
春
秋
王
位
継
承
実

現
に
至
る
間
の
慶
州
豪
族
勢
力
撃
退
に
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、

新
羅
社
会
を
支
配
す
る
骨
品
体
制
に
支
え
ら
れ
た
慶
州
豪
族
支
配
体
制
の
崩

壊
の
故
で
も
あ
る
。

次
に
、
金
春
秋
の
即
位
を
以
っ
て
新
羅
照
代
王
が
真
骨
身
分
と
き
れ
、
真

徳
壬
以
前
の
聖
骨
と
区
別
さ
れ
た
理
由
も
、
こ
の
金
春
秋
王
位
継
承
の
背
景

に
あ
る
新
羅
政
局
の
変
革
に
何
等
か
の
関
係
あ
り
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
ま

た
、
一
致
す
る
こ
と
は
「
三
一
国
史
記
!
一
「
一
二
国
遺
事
」
共
に
太
宗
武
烈
王
即

位
を
以
っ
て
真
骨
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
武
烈
王
即
位
を
以
っ
て
真
骨

と
し
た
理
由
は
、
新
羅
史
研
究
の
上
で
論
議
を
呼
ん
だ
問
題
で
は
あ
る
が
、

筆
者
は
普
徳
王
の
即
位
に
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
に
記
し
た
如
く
、
議
い
徳
王

の
即
位
は
異
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
後
世
、
そ
の
王
位
継
承
を
王
統
化
す
る

と
で
何
等
か
の
理
由
付
け
が
必
要
で
あ
っ

た
ろ
う
。
そ
こ
に
、
聖
・
真
両
日
付

の
区
別
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る

Q

本
稿
で
は
詳
し
く
触
れ
ぬ
が
、
筆
者
は
聖

一
一一一一一
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一
二
四

-
真
両
骨
関
係
記
事
の
記
載
か
ら
考
え
て
、
聖
・

真
両
骨
の
区
別
が
事
実
存

在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
金
春
秋
の
王
位
継
承
は
単
な
る
王
統
の
移
行
だ
け
で
は
な

く
、
新
羅
史
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
新
羅
政
局
の
勢
力
交
代
の
現
わ
れ
で
あ

り
、
ま
た
、
新
羅
最
盛
期
を
出
現
せ
し
め
る
要
因
を
な
し
て
い
る

の
で

あ

る
Q

さ
ら
に
、
新
羅
史
上
の
問
題
た
る
時
代
区
分

・
聖
・

真
両
骨
区
分
の
分

岐
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
如
く
、
新
羅
国
家
に
一
時
代
を
画
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
聖
・
真
両
骨
に
つ
い
て
は
後
日
に
譲
る
が
、
金
春
秋
の
新
羅

王
位
継
承
が
新
羅
史
に
占
る
意
義
に
つ
い
て
は
一
応
の
考
証
を
し
た
つ
も
り

で
あ
る
。
御
叱
正
を
賜
わ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。


